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て﹆その代案を真摯に模索する神学的作業を続 ﹆それを通して韓国の教会と神学界に対しては一〇年ないし一五年は先立つよう ﹆まさに彗眼を開いてくれる先駆 立場を提示したのである。
本稿は﹆モルトマンが韓国においてどのように受容され﹆また理解されてきたかを分析し評価するための研究をしよ
うとするものである。われわれはまず﹆韓国で展開されたモルトマンに関する紹介と研究を歴史的 考察し﹆次にモルトマン 韓国の教会ならびに韓国神学との交流ならびに対話の内容と の仕方を分析した後に﹆最近までモルトマンの神学思想が韓国の神学者たちと韓国の 形成に対してどのように受 され ま 理解されてきたかということについて具体的に探って見ていくこととする。そして結論 おい ﹆モルトマンが韓国 教会とその神学に与え 影響を評価し﹆未来に対する方向性を展望しよう するものである。
Ⅱ．モルトマンと韓国教会ならびに韓国神学
モルトマンは﹆著書﹃希望の神学﹄ ︵一九六四︶が出版されて以来﹆世界の神学界から注目され始め﹆韓国におい







































































































































































































































た。初期の一九七〇︱八〇年代は 主 して基督教長老会や神学的進歩陣営において﹆希望の神学﹆政治神学﹆十字架の神学などが活発な仕方で受容され﹆また討議された。一九八〇年代以後になると﹆モルトマンは「神学に対する組織的寄与」 ︵
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学の貢献と論争点を次のように適切に要約している。すなわち「歴史に対する責任的な神学としての政治神学と平和神学﹆生と生命のためのメシア的神学﹆生態学的かつ宇宙的神学﹆理解可能な三位一体論と三位一体神学 実践性﹆終末論の新しい地平と万有救済論」である。筆者はこのような観点に同意しつつも﹆ここに「神の国を目指す公的神学」を追加し﹆共に論議しようとするもの 以下﹆モルトマンの神学思想が韓国神学によってど ように受容され﹆また理解されているかについて﹆彼が投じた核心的な神学的問題を中心にして探ってみることとしよう。︵
1︶歴史責任的神学としての政治神学と平和神学
かつて朴鳳琅は﹆ ﹃希望の神学﹄の出版以後﹆今日の神学がモルトマン神学を中心として展開されていることや﹆モ












































































































































































後期に至るほど﹆より神の国の神学に忠実であろうとした。最近﹆モルトマンがこのことをより強調しているが﹆それは新自由主義に便乗した全世界的規模での経済的・社会的危機ならびに全地球的な生態的危機に直面 ﹆ひとつの神学的応答を提示しようとする彼のジェスチャー 。彼の著書﹃世界の中におられる神︱ ︱神の国のための公的神学の定立を目指して﹄ ︵一九九七
⎠53
⎝
︶ ﹆ ﹃神の名は正義である﹄ ︵二〇〇八︶ ﹆またキリスト教倫理学の著作である﹃希望の倫
























































会において深まりつつある社 的・経済的両極化と不正義の問題﹆政治的葛藤と環境問題﹆また南北の和解と統一といった諸問題を解決する めに﹆生命と正義そして平和運動が具体的に実践されるよう﹆モルトマンの神学思想は二一世紀の韓国教会が進み行くべき重要な方向 神学的土台を提示している。
韓国神学界に与えたモルトマン神学の足跡を探ってみよう。第一に﹆モルトマン神学は韓 においてその始めからバ
























韓国の神学生たちに対 ﹆他のど 神学者 も増して平易な仕方で紹介されて のみならず﹆彼の諸著書は神学生や牧会者たちから﹆絶えず最も多く読まれてきて るという事実を指摘しておこう。どの時代よりも組織神学の位置が不安定になっているこのポストモダンという時代に﹆モルトマンがドイツの神学者であるにもかかわ 平易な文章を書くことを通して﹆ を大衆化させた功績 認められ べきであろう。また﹆モルトマン神学は﹆接近するのに比較的容易な内容と論理が展開されているため﹆韓国 多数の組織神学者たち 彼 著書を読み ま 神学的論議の過程参与しており﹆さら その神学を自らの神学に適用しているという現実が る。
ところで﹆韓国ではカルヴァン学会をはじめとし﹆バルト学会などが創立され﹆活発に活動が展開されている反面




関係を結んできた。弛まず情熱的な神学的関心と﹆多様にして幅広い神学的な諸主題の探求﹆各界各層の神学者たちとの相互的対話﹆積極的なエキュメニカル運動への参与を通したモルトマンの多様で創意的﹆しかも建設的な神学は﹆現代神学における論議に対して非常に大きな貢献をしつつあり﹆韓国教会や韓国 に顕著な影響を与えており﹆何よりも未来の神学形成のため 有用 洞察と方向性を提示 てくれるものである。
韓国教会では﹆他のどの神学者よりもモルトマンが身近に感じられており﹆彼の神学を受容し理解することにおいて
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 윤리︵希望の倫理︶ ﹄ ﹆곽혜원
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Fortress Press, 2000 ︶;  ﹃신학의
 방법과
 형식﹄ ﹆김균진
 역（金均鎭訳︶ ︵서울：대한기독교서회﹆二〇〇一︶ 。
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 과제 ︵대구：아신출판사﹆二〇一一︶ 。
︵
9︶ 위르겐
 몰트만︵ユルゲン・モルトマン︶ ﹆ 「한국의
 크리스천들에게






















 희망︵民衆闘争の中の希望︶ 」 ︵一九七五︶ ﹆ 「
성령과
 생명의
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lark, 1995 ︶, ix. ︶ 。
︵
16︶ 낙운해︵洛雲海︶ ﹆ 「
몰트만
 신학과






































 윤리︵希望の倫理︶ ﹄ ﹆五頁。
︵



































































29︶ 이형기︵李亨基︶ ﹆ ﹃하나님
 나라와
 교회︵神の国と教会︶ ﹄ ︵서울：한들출판사﹆二〇〇五︶ 。
︵
30︶ 곽혜원︵郭鏸垣︶ ﹆ 「역자
 후기︵訳者の後記︶ 」 ﹆ ﹃하나님의
 이름은






















32︶ 김균진︵金均鎭︶ ﹆ 「
몰트만의
 생애와





















 신학︵生き方からにじみ出て来る神学︶ 」 ﹆一三頁。
︵



















の平等︶ 」 ﹆ ﹃한국여성신학︵韓国女性神学︶ ﹄제
75호︵二〇一二︶ 。
︵







































 성령론︵モルトマンの聖霊論︶ 」 ﹆ ﹃몰트만과
 그의
 신학︵モルトマンとその神学︶ ﹄ ﹆一九七︱
二一八頁。それにもかかわらず﹆玄曜翰はモルトマンにおける聖霊の普遍的臨在と特殊な臨在の区別が曖昧であることを彼の弱点と指摘している。
︵
40︶ 신옥수︵申玉秀︶ ﹆ 「
위르겐
 몰트만의





















 논쟁점︵モルトマン神学の貢献と論争点︶ 」 ﹆一二一︱一二二頁。
︵

















































的構造と特性を理解する上で平易に明瞭化したという意義を持つ。モルトマンの神学は﹆その初期から神論﹆三位一体論﹆創造論﹆キリスト論﹆聖霊論そして終末論に至るまで キリスト教的万有在神論へと方向が定められており﹆このことがまさにモルトマン神学の核心的構造および性格を規定して るのである。このようなモルトマン神学が﹆伝統的有神論やプロセス神学とは区別され﹆第三の道を歩む建設的な試みであると肯定的に評価する筆者は﹆特に二一世紀の神学と科学との対話を模索する過程で﹆まさにこうしたモルトマンの創意的作業が有効であり﹆適切な神学的代案であると力説するものである。この研究は﹆最近に至ってモルトマン神学をキリスト教的万有在神論と理解する学会 流れ 韓国では一般化したことに寄与したものと見な る。
︵
43︶ 곽혜원︵郭鏸垣︶ ﹆ 「역자
 후기︵訳者後記︶ 」 ﹆ ﹃하나님의
 이름은
 정의이다︵神の名は正義である︶ ﹄ ﹆三二九頁。
︵
44︶ 김균진︵金均鎭︶ ﹆ ﹃생태계의
 위기와





45︶ 김도훈︵金道訓︶ ﹆ ﹃생태신학과










48︶ 김균진︵金均鎭︶ ﹆ 「역자
 후기︵訳者後記︶ 」 ﹆ ﹃오시는
 하나님︵神の到来︶ ﹄ ﹆五七二︱五七四頁。
︵














신학︵モルトマンとその神学︶ ﹄ ﹆二四七︱二七七頁。金明容は﹆①聖書的妥当性を獲得でき か﹆ということ﹆
 ②死者た
ちに伝えられる福音の可能性と死者たちのための祈りはキリスト教の伝統と深く衝突すること﹆③伝道を危うくする可能性があることなど﹆モルトマンの万有救済論に提起され得る神学的批判 可能性を適切に指摘している。同時に﹆モルトマンの万有救済論が持つ神学的貢献として①万物を慰める喜びの福音という点 ②信仰無し 死んだ者たちの救いの可能性をイエス・キリストに対する信仰において探し求める点﹆③十字架におけるキリストの死の意味を正しく伝えて る点﹆④バルトの万人救済への可能性を超えて﹆救いの領域を万物へ拡大している どを挙げてい 。
︵



































解︶ 」 ﹆ ﹃조직신학논총︵組織神学論叢︶ ﹄제
22집︵二〇〇八︶ 。
︵










神学︶ ﹄ ﹆二七 ︱二七七頁。
곽혜원︵郭鏸垣︶ ﹆ 「
역자







 몰트만︵ユルゲン・モルトマン︶ ﹆ ﹃신학의
 방법과



































 국가︵神の国の光から見た教会と国家︶ 」 ﹆ ﹃제
9회
 소망신학포럼자료
집︵第九回ソマン神学フォーラム資料集︶ ﹄ ︵서울：장로회신학대학교﹆二〇〇八・一〇・八︶ 。
︵
55︶ 이형기 李亨基︶ ﹆ ﹃하나님
 나라와
 공적
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 이름은
 정의이다︵神の名は正義である︶ ﹄ ﹆五頁。
︵































































































































































成に関する研究︶ 」 ﹆미간행석사학위논문︵未刊行修士学位論文︶ ︵서울：장로회신학대학교﹆二〇〇七︶ 。
︵
63︶ 위르겐
 몰트만︵ユルゲン・モルトマン︶ ﹆ ﹃
희망의
 신학︵希望の神学︶ ﹄
2판
︵版︶ ﹆
이신건
 역︵李信建訳︶ ︵
서울
：
대한기
독교서회﹆二〇〇二︶ ﹆一 ︱一三頁。
